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第 14 回　白梅介護福祉セミナー

講　演

　「医療・看護・介護の地域連携の進め方」
　　　　　秋山　正子　

シンポジウム

　「—より良い介護実践のための
ツール活用と顔の見える連携—」

　　　　　遠藤　正樹　医療法人社団 康明会 常務理事 法人本部長

　　　　　吉田　健士　株式会社アルム メディカルＩＣＴ事業部 コンサルティンググループ

　　　　　鈴木　美重子　地域福祉サービス協会 コスモス国分寺 管理者 ・ 介護福祉士

　　　　　笹井　肇　武蔵野市役所 健康福祉部 部長

　地域包括ケアの必要性が叫ばれ、地域で働く医療・看護・介護の専門家の役割が期待されています。

連携の重要性はわかるのですが、実際にはどう進めていくか苦労が多いものです。

　今回のセミナーでは、優れた実践をお持ちの方においで頂き、ＩＣＴ（情報通信技術）の活用のあ

りようなども視野に入れながら、情報の共有のためのツールや顔の見える連携の方法について学び

あいます。

お問い合わせ・申込み（詳細は裏面をご覧ください）

白梅学園大学　教育 ・福祉研究センター
ＴＥＬ　０４２－３４６－５６３９
http://daigaku.shiraume.ac.jp

定員

１５０名

要申込み受講料　2,000 円（事前にお振込みをお願いします）

主　催　白梅学園大学　教育・福祉研究センター

会　場　白梅学園大学　白梅学園短期大学
（西武国分寺線「鷹の台」駅下車　徒歩15分）

株式会社ケアーズ 白十字訪問看護ステーション統括所長

暮らしの保健室 室長

NPO 法人 maggie’s tokyo 共同代表




